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Speed　factors　and 　deflection　angles 　ofwind −driven　flows　in　the　Tg．　ushima 　Strait　were 　estimated 　from　surface 　ve ［ocities

mcasured 　with 　HF 　radar ，　geostrophic 　velocities 　estimated 什om 　sea 　level　differences，　and 　analyzed 　winds ．　 Large

seasonal 　variations 　of 　both　a　speed 　factor　and　a　deflection　a皿gle　were 　fbund；Aspeed 　facter　is　l．1−B ％ in　winter

（November − Fcbruary ）and 　l．5−2．0 ％ in　summer （May −August），　while 　a　dc幵ection 　angle 　is　l5−27　dcg　in　winter

and 　4卜65　deg　in　summer ．［t　was 　also 　found　that　a　spced 　fねctor 　increases　with 　a　wind 　speed （or 　a　fhction　vclocity ），

Possible　cause （s）ofthcse 　variatiolls 　were 　discusscd．

1．緒 言

　本研 究 で は、風 が 吹 く と ど の 方 向 に どれ だ け の 流 れ （吹 送流 ）

が 生 じ る か に つ い て 考え る。一般 に 風 力係数 （流 速 と風 速 の 比 ）

は 数 ％、偏 角 （流 向 と 風 向 の 差 ）は 数 10 度 と 言 われ る。しか

し、観 測 され る flA：は 実 に 様 々 で あ り、上 記 の 値 は 不確 か で あ る。
波 浪 に よ る 誤 差 や 、吹 送 流 よ り大 きな潮 流 や 地 衡 流 の た め 、吹

送流 の 計 測 n体 が 容易 で は 無い こ と が 主 囚 で あ る。
　 本 研 究 で は、波 浪 に よ る畝 差 の 影 響 を受 けに くい 海洋 レーダ

ー

が 計 測 す る 表層 流 か ら、調 和 解 析 で 推 定 し た 潮 流 と水位 差 か ら

推 定 した 地衡 流 を差 し引 き、吹送 流 を評価 し、風 力係 数 と偏 角

（併せ て 吹送係 数 と略す ） を 推 定 す る、，

2．解析 資料 お よび解 析 手法 の 概 要

　対 馬 海 峡 東水 道 に 設 暇 した海 洋 レ ーダーの 毎 時 視線 流 速 か ら、

月 毎 の 調 和 解析 に よ り潮 流成分 を 除 き、東西
・南北 O．025 度 の

格 r．上 で 表 層流速 を算 川 す る。こ の 表層 流速 を、博 多 ・厳原 の

潮位 計 を 結 ぶ 基 線近 傍 で 空 間 平 均 し、基 線 に 直交 す る 方 向 CT方

向） の 流 速成 分 1］・s を求 め る。博 多 ・厳 原 の 毎時潮 位差か ら、．x

方 向 の 表層地 衡流 Ug を推 定 し、非地 衡 流 成 分 ’
Ua ＝u5

−
USI を

求 め る。
　一方、気象 庁 よ り取 得 した 3 ま た は 6 時 間毎 の 海 面風 の 解 析

flth： （GPV −MSM ）を 、表 層流 速 と「司様 に 空 間平 均す る、，風 の z
’
，Y

成 分 を u ）
＝ 、IV・tl．風 力係 数 ・偏 角 をそ れぞれ α

，
θ とす る と、推 定

吹 送 流の X 成 分 は
’
tl・U，＝α　COS 　OUiT＋ α sillθIVy と求 ま る tt

　異 常IIIIr：や慣 性 振 動成 分 を 除 くた め 、’Ua ，
．
u，，、、，と も 1 日の 移 動 半

均 を か け た 後 、Ua と u．．、h／が 最 小 二 乗 的 に
一

致 す る よ うに 、風 と

吹送 流 の 応 答 時 間 を 考慮 して 、吹送係 数 を 求 め る、t 本 稿 で は 移

動 平 均期 間 を 3 日、応 答時 間 を （最 も
一

致 び）良か っ た ） 1時 間 と

す る。解 析 期 間 は 2003 年 8 月 か ら 2007 年 3 月 で あ る。

3．結果

　 ∫1毎 に 推 定 され た 吹 送係 数 （図 D は 、風 力係 数 ・偏 角 と も夏

則 （5−8 月 ）に 大 き く、冬期 （11−2 月） に 小 さい と い う、明 瞭 な

季 節 変化 を示 して い た v 風 力係 数 は Ll3 ％ （11月 ）−1．91％ （7

月 ）、偏 角 は 17．9 度 〔11 月〉 −60，6 度 （7 月 ） の 範 囲 で 変 化 し、
．
般 に 言わ れ て い る吹 送 係 数値 に 比 べ 、冬 則 は 風 力係 数 が 小 さ

く夏期 は 偏 角 が 大 きか っ た。
　 ま た 風 力係 数 ・偏 角 の 風 速 依 存性 を調 べ た と こ ろ （図 2）、夏

期 に は風 力係数 と偏角 の 柏 関 が 高 く、風 速 3．5m 〆s で 最 小 とな っ

て い た が 、冬期 に は 、偏 角 は 概 ね
一一

定 値 と な る が 風 力 係 数 は 風 速

と と も に 増 大す る が 傾 向が 兄 ら れ た，，こ の よ うな依 存 性 は 、摩

擦 速 度 に 対 して も 1司様 に 見 られ た。一
方、吹 送 係 数 は 風 向 に 対

して は、有 意 な依 存性 を示 さ なか っ た、，

4．結言

　吹 送係 数 の 季節 変化 や 風 速 依存性 は 、粘 性 係数 が熱 フ ラ ッ ク

ス に 依 存す る こ と を 示 唆 して い る。ま た 、推 定 され た 係 数 値 は 、

Ekman （1905）で 示 され て い る 係 数 と は 異な る。 しか し、現在 の

漂 流予測 シ ス テ ム の 多 く （例 え ば海 上 保 安庁 ）は 、Ekman（1905）
で 示 され て い る係 数 に 某 つ い て い る、，今 後 さ らに 吹 送係 数 の 変

動 要 因 を調 べ る こ と は 、こ の よ うな観 点 か ら も重 要 で あ る と 考

え る。
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図 1 ：風 力係 数 〔黒 丸 ．冖匪 は 左輔 と偏 角 （白 四角、h 盛は 右軸〕の 季節

　 　 変 化．、
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図 2 ’ 風 力係 数 〔照 丸） と偏 角 〔白 四 隹〕 v）風 速依存性 ．、実 線は 夏 崩 〔5・8
　 　 月｝、破 線冬期 （II−2 月♪ の 推定値．．
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